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目 的 オ ーバ ーコ ート や ジX･ ケ 汁ヽ 浦 用 時 回J､. 永 眼 自佑7 壇 ｛ が’身 休 へ の 圧虚旅 に,ﾊ

ｶ わヽ り 、 羞 心 地 や 活勅 性 に働 響 色及 ぼ す とﾂ り゙. ら れ ゐ ．衣 服 重量 に つい てμ 琥 来 、遭 衣 紡

重 量 の謳匯 によ リ枡 面さ此 て い ゐ が 、`ｵ 命 拠 でヽ ば 、沸 衣 の 食 董バ も μ らす浦 重 分 今 の算 玖

依 に つ い て蔵 紺 む行 った 。

が 臓 卸 にｽﾃﾉﾚ （7）ア ラ ウ ス に 釦 才きのﾉ 豺 肪 も 旭 才 －バ ーコ ート む 櫨用 し た 場 合 を

柏t レ 肩 郵 付 巾 呟 け ゐ 參 直 瓜 の 尊 出 き裁 み た ． 吏 験 は
ヽ
身 体 上 早墳 を.再 垠 した石 考 ボ

デ 仙 こ墓 在 で 七 、乖 針 識 によﾘﾎﾜ ｀ｲ 乙衣 服 の接 触 絢 み乞 と らえ た 。衣 服 圧Ｐ は:h･k

ら の 式 昿応 厠 じ、 た て（ たけ ｗ ）方 絢 とよ こ（ 肩 姉 斜 ｃ ）方 向 のニ軸 の垂 直 艮 に加 之 、布

食 量 よ リの 圧 力 跨も考悳 レ、P ＝Ti/h ，-ﾄ 孔/h 寸 糾 が らヽ 求あ` た 。

桔 泉 扁部 た て方 向 幽坤 に お け る身 俸 とL衣 服 の妙 休あ 佻 色内伸 汰に よ リ対 い、普 触 と亦

齢7 ）絢 辰およ び 尚半 半後 芒 束` め だ。 考 体 とぶjp 哨 敵ヽ する 痢 町 でヽμ ．々 の豊ｔ 心功ﾛ わり 上一

部 に 陶ﾛ うヽ に つ れ 張 刎 ょ増 如 する 。塊 敵 飢 でヽ は 、ふ 部 泣 乞檄 か 郎 仙 に分 劃 し 、円玲 て宅 飢

乞行 う と旅 加 こは ，丁ヽ~=･ か ｅ Ｊ ｔ Ｂ　　 の 鮪 砂 靖 ら 匹 る 。 疋 ６ は 、冲 童ｔ

身 廓 £れ 、接 眸 肖
‘
曲岸 抑 ね 備 与 す る休 数 リ ）り衣 緩 刎 瓊無 に よ リ 決 史 す るｶ ゛､摩 回‘a

持 に孝 東 幼 この働 曜 に つ い て溥
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目的　衣服設計におけ るゆとり董の設定は、フィｙヽト性、機能性、審美性の点から重軍

であり、その量 乙ｲ立置、配脊についてほひま？まな観点､かう研呪が報告さ れている．

本石ff免では、動作にともりって加わゐ衣服圧を定量的に刻定すゐと共に、身体への圧迫島

を官教授畳法によ/）捉え、両老の関係 からアラクスのゆとりーI- ついてmi しに．
方法　衣服圧の測史：被験者､izis サづヌご7 、9. 11 号の体型に適合-すゐ若年幸59 ゐ

である．実験 用アラウス､は 泄リエス子ル乙酔漢紡 の80番アロ-  ドてずp製し、衿なし、茅柚

のアッT －アラウスである．胸 囲のゆとり量は4- ～捧cm.の2ci≫iとり今で6 唖槃とした. 衣

服圧劃定装Xi3 、動ひずみ計にマ?し今コ ー？`－を捧続し、超小型圧力変検器､ZKt'f/し､f i. 用

いtこ．剥史箇所は仙 石、捨身ごろlOの計I6ii[所て･めゐ．動作ほ両よ肢80% 挙. 2ff㈲ 挙.

180°ぶ等、前屈の4 動作 である／官報検査法： ’″さつい、ゆるい・ の判定は5 役階評価と

し解新方汰l3 ぼllコ氏の蓄績 度数琉である．
結 果　説服圧について；mm のゆとり垂別についてみると、４ ～6 cm.<7) ゆとり董は、

8 ～縛cm ＼zμ べて寂威圧が高い傾(Slを示しre. 動mi て･は前屈時の衣服μ が高かっtZ.   ま

といずれの動作 においても、榴 のぷ､腕節でほ背幅に}X.べて10～20 s-/aほど高い圧力であ-.

た:. 載服圧の参今についてみ心と.、柏ほ とヽ`の動作においても前柚側の衣服圧が大i!かっTこ．

後身ごろでは、蔵甲~f、後臓点の部位に40励㎡を超える圧力がかかっr=. 官能検査による

羞l祠惑について；ゆとり量のちがいにより影響を受ける部ｲiti3. 上胞最大圏でヽあり、次い

で背惜、腕付根囲の順であっrこ．


